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　 Ac （蹴 ume 　worn 　by 琵male 　elementary 　school 　teachers 　in　the 　latter　half　of 　the　Meiji　Period　was
the 　 one 　 reformed 　from 　 a 　traditional 　Japanese　 costume 　 caUed 　 a　 KIMONO ．　 About 　 l900

，
　 the

female　teachers ，

　 custumc 　was 　 composed 　of 　an 　undivided 　HAKAMA 　called 　a 　MOBAKAMA 　like

aWestem 　plcated　skirt ，
　and 　a 　conventional 　KIMONO 　undemeath ．　 A 　broad　sash

，
　OBI

，
　which

was 　 normaIly 　 used 　 to　fasten　the 　KIMONO ，　 was 　 not 　 worn ．　 And ，　 the　long・length　KIMONO

was 　replaced 　with 　a　TSUTSUSODE 　which 　was 　a 　short −length　reformed 　KIMONO 　with 　tighter

sleeves 　likc　those 　of 　a 　Westem 　clo 血 es．　 The 　 MOBAKAMA 　 and 　the 　TSUTSUSODE 　 were 　both
made 　of 　cotton ．

　 Many 　 of 　the　female　 elemcntary 　 school 　 teachers 　 were 　 ordered 　to　 wear 　 the 　 above −mentioned

c （mstume 　by　the　ordinance 　of　a　prcfecture，　just　as　the 　male ¢ lcmentary 　school 　teachers 　were 　ordered

tO　Wear 　WeStern ・Style 　Unif ｛〕【m ．

　The 　development 　of 　the 　ferhale　teachers ，
　costume 　suggests 　the　following：

　 1）In　vlew 　of 　the　fact　that　many 　prefectures　adopted 　the 　above 　costume 　for　female　 elementary

school 　teachers，　it　can 　be　inferred　that　educational 　leaders　at 　that 　time 　must 　be　signi 丘cantly 　 con −

scious 　of 　the 　nation −wide 　i旦tcgration 　of 　a　new 　cducational 　sodety ．

　2）In　 my 　previous　 report
，
　 I　pointed　 out 　that　 male 　 elementary 　 school 　teachers 　 were 　 ordered

to　wear 　a 　westem −style 　unifbrm 　made 　of 　wool 　which 　was 　hlgh−priced　materia 正so 　as 　to　show 　dig−

nity 　to　schoo1 面 1dren．　 On 　the 　contrary ，止 e　female　teachers
，
　costume 　 was 　made 　 of 　cotton ，　a

poorer　quality　material ，　with 　the　aim 　of　raising　the　low　attendance 　of 　schoolgirls 　of　destitute　fam−

ilies；the　female　teachers ’

　plain　costume 　was 　believed　to　make 　the 　threadbarc 　girls　fee1　mQre 　homey
and 　accessible 　to　school ．　 However

，
　it　is　qu ｛te　true　that　the　poerer　appearance 　of 　the　female　teach ．

ers　was 　open 置y　exposing 　their　lower　salary 　and 　social 　status ．

　 3）The 　MOBAKAMA ，　 which 　 originated 　from 　 men
，
s　HAKAMA

，
　 an 　 equivalent 　 of 　Westem

trousers　fbr　 men
，
　 was 　fbund 　far　 more 　convenient 　fbr　physical 　 exercises ．　 So皿 e　female　 teachers

was 　dissatis丘ed 　with 　the 　extraordinary 　design　 of 亡he　TSUTSUSODE
，
　but　we 　havc　to　admit 　that

the 　TSUTSUSODE 　was 　easier 正br　them 　to　wash 　and 　take　care 　of　because　of 　its　simple 　design　sim ．

ilar　to　a 　light　Western　blouse．

　 Therefore
，
　it　can 　be　concluded 　that　the 　adoption 　of 　the　costume 　for　the　female　elementary 　school

tea6hers 　gavc　significant 　favorable　resUlts 　to　the　development 　of 　school 　education 　in　Japan．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Reccived　Decembcr 　25，

1991）

Keywords ：　ordinance 訓i令 ，
　 HAKAMA ： divided　skirt 　worn 　over 　a 　KIMONO 袴 ，

　 MOBAKA ・

MA ： undivided 　HAKAMA 裳袴 ，　 TSUTSUSODE ： short −1ength　KIMONO 　with 　tight　sleeves

筒袖，elementary 　school 　teacher 小学校女子教師．
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　　L 　 ま え がき

　　明治期，近代教育制度の も とに開校した 小学校で は ，

　欧米風 な学校教育の 考 え方や ， 机 ・椅子をは じめ とす る

授業 の 形態 か ら， 生徒 の 服装 に も変化が起 こ っ て い る．

　た と えぽ 明治 19 （1886＞年，広島県で は 児童の 衣服 の 改

　良を 教師 が 誘導 して 行 い ， そ の 結果 「小學生徒 も過半 は

改良服 に な りた り其制男兒 は 通常 の 洋服 に して 手製し得

　らる べ き簡單 の もの 女 兒 は 西 洋 婦 人 の 如 く 着 流 し の も

の 」 に な っ た とい う
1）．また 明治 20 （1887）年 に は ，「愛

知縣知事は管内小學校生徒 は洋服若 し くは 筒袖を着 し教

員授業生 は 必ず洋服 と致すべ き旨郡長 を 以て 内訓 せ しめ

た り」
2）

とい っ た記述が あ り， 洋服化もし くは 和服 を 改

良 した 筒袖化 の 方向が示 され て い る ．

　 生徒 の 服装を洋服化す る 理由は ， 体操の 時 や 教室 に お

い て 動 きや す い （教育的理 由），和服 の 帯紐 の よ うに 胸

を締 め っ けず，寒 い 冬に 椅子 に 坐 っ て も健康 に よ い （衛

生的理 由）．材料が木綿な ら安 くで き る （経済的理 由）

な ど で あ る
3）．

　 また 改良服 は ， 洋服 よ り裁縫や洗濯 が 容易 で ， よ り安

価で あ る とい う理 由がみ ら れ る
4）．一

方 ， 洋服反対論 も

出 て い る．そ の 主 な理 由を み る と， 和服 の 裾を短 くし ，

袖を 筒袖にす れ ば洋服 で な くと も動 きやす く， 学校 で も

家庭 で も同 じ衣服を着 る こ とに よ り，学校 と子供 の 生活

や 教育が連結す る （教育的理 由）， 目本人 の 皮 膚は も と

もと寒さに 強く，和服 で 耐え られ る （衛生的 理 由），学

校 だ け で 着る もの を 別 に つ くる こ とは ，中 等以 上 の 富裕

なもの に は よい が ， 教育 は 国民すべ て に 関係 し負担 が 大

き い （経 済的理 由）
5）

な ど で あ る．改 良案に 近 い 反 対論

で あ るが ， 要す る に 全面的 に 洋服化す る の か ， あ る い は

和服の
一

部を改良 し て 伝統的な衣服を継続す るの か ，が

論点 で あ る ．

　 こ の よ うに ，子供をめ ぐる 服装論を み て い くと，次 に

教 え る 側の 教 師の 服 装 が 問 題 に な る．小学 校 の 男子教師

の 服装をめ ぐる論争 に つ い て は ， す で に 本誌 に 発表 して

い る
6）

の で ， 本報 に お い て は 女子教師 の 服装 の 成 立 過程

や ，それ を め ぐる 人 々 の 意識 を 中心 に 論 じ て い きた い ．

　女子教師 の 服装に 関す る 先 行 研究 に は ，まず木戸の

「服装 の 変遷 と婦人教師 の 解放」
7）

があげ られ る．彼 は ，

新書判約 10ペ ージに，明治期の 着袴と筒袖に関す る服

制の 考察や ， 筒袖に 対する女子教師の 反応な どを興味深

くま とめ て い る．しか し ， 女子教師 の 服装 に 関す る系統

的な検討 が な され て お らず ， ま た衣服 の 改良 と と もに 持

ち上 が っ た 袴 に 対す る 論述 もみ られ な い ．当時 の 女子教

師 の 服装は，彼女らがお か れ て い た社会的 ・経済的状況

44

生徒や親 の 見方，学校経営者の 考え方 ， 着用者自身 の 判

断など， 多様な価値観 が 入 り混 じ っ た もの の
一

つ の 形象

と考 え られ る ．こ の こ と か ら．木戸 の 論 に は ， もう少 し

女子 教 師 が お か れ た 立 場か らの 幅広 い 考察 が 必要 と思 わ

れ る．

　 次 に 半 田 は ， 「女教師 の 服装」
8）

と題した 小論 を ， 雑誌

『被服』 に 投稿 し て い る，こ れ は A5 サ イ ズ約 2 ペ ージ

に ，明治の 女子教師の 服装 を 記述 した もの で あ る．彼 の

自筆ら し ぎ上 半身の ス ケ ヅ チ が 5 枚あ り， 洋装 ， 髪型 ，

袴，筒袖な どの 移 り変わ りを概説的 に 述べ て い る ．し か

し引用文献名 も参考書名 も な く，論 の 根拠 が不 明 で あ る．

　本論 で は，まず女子教師の 人数や俸給な ど ， 統計的資

料 を参考 に し な が ら，女子教師が お か れ た 社会的 ・経済

的状況を 考察す る．次 に ，男子教師 の 場合 と同様 に ， 服

制 に 関す る資料 を み て い く，そ して ，当 時 の 人々 の 女教

師に 対す る意識 を 知 る た め に ，女性向けの 雑誌や教育関

係雑誌を参考に す る．ま た小学校の 女子教師は ， 正 式に

は 師範学 校 で 養成 された の で ，今 回 も師範学校 の 女子生

徒と女子教師 の 服装を含め て考察す る．

　 2．　 明治期小学校に おける女子教師 の 実態

　 表 19〕
に ， 明治 6 （1873）年か ら明治45 （1912）年ま

で の 全国小学校男女教員数 と小学校数 を 示 した．こ の 表

よ り明治 20年代前半 ま で の 小学校女子教員数を み る と ，

5，000 人未満で きわ め て 少な い こ とが わ か る．こ の こ と

は，女子教育や 女 子 教師 の 養成 に 関心 の あ る 人 々 に ， 女

子教員数が少なす ぎる とい う当然な疑問をい だ か せ た と

思わ れ る．それ は 次 の 例 か ら 明 ら か で あ る．明治 IB

（1885）年 7 月 20 日， キ リス ト教的精神を 土台 と し，教

養豊か な 女性 の 育成をめ ざ し た 『女學雜誌』（萬春堂）が

創刊 され た が ，そ の 第 46 号 に 明 治 17（1884）年 12月 31

日調 べ の 小学校女子教員数が表に して 掲載され （表2 ）
10）

，

翌月号 に は 社説 で 「日本 の 小學女教員」
11） と題 し，次 の

二 つ の 論点か ら女子教員の 増員が 主張 されて い る．そ の

一
つ は ，女子教員 は 女子の 職業中最 も高尚で 優雅 で あ り，

女 子 の 権利 の 拡張 に ぎわ め て 有効なもの で あ る ， 当の 女

子がそ れ を 自覚する こ とは もとよ り．教育家や世 の 人 々

が も っ と女子教 員 養成 に 関 心 を もつ ぺ きで あ る と い うも

の で あ る．い ま一
つ は ， 欧米で は女子教員の 地位が 高 く，

ア メ リ カ で の 女子教員数 は 男子の 二 倍 ほ どに達し，小学

校教師 とい え ば女子 とい え る ほ どで あ る，日本 の 小学校

創設は 欧米が モ デ ル で あ るか ら， そ の 国々 の よ うに 女 子

教員を もっ と増や すぺ きで あ る とい うもの で あ る．

　しか し ， 現実に は 女子教師の 数は少なく， 尋常師範学

（44 ）
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表 1．全国公 ・私立小学校教員数 ・小学校数
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教員
一

師範学 校 附 属 ，市 町 村 立 ，私 立 の 正 教員、准 教

員，雇 教 員 を含 む．小 学 校
一

尋常 ・高等の 師範学 校 附

属 ，市 町 村 立 ， 私 立 小学校 を 含 む．
『統 計 集 誌 』 第 1巻〜18巻，『日本 帝 国 文 部省 第 十 八 年

報 〜
四 十 年報 』 よ り作成．

校女子部 の 卒業生が小学校に 採用 さ れ る と，「古川小學

校 　陸前古川驛な る 同校 は 女子生徒の 数 四 百名 も有之由

な れ ど從來女教師 は 皆無 の 姿 な り しを 同 地 の 永澤小兵衛

其他諸氏 の 蠱 力 に て 此 の 度宮城尋常師範学校女子部 の 卒

業生 二 名 を 雇 ひ 入れ し と云ふ 」
12）

とい う よ うに ，全国的

な ニュー
ス に な っ た の で ある．また こ の こ ろ ， 下級生受

持 ち 教員に は女子が ふ さわ しい の で ， 女子教員 の 採用 は

緊急だ とす る 意見も出て きて い る 13）．

　当時，女子教員養成機関 に 対す る 世 の 中 の 理解 は どう

で あ ろ うか ．た と え ば 明 治 24 （1891 ）年 に は，全 国 で 25

県 が 師範学校 に 女 子部 を 設 置 し ， 残 り 22県 が 男子部 の

み とい う状況 であっ た
【4 ）

が ， 茨城県 で は 女子部 の 設置を

見合わ せ た り
15）

， 愛媛県 で は すで に あ っ た 女 子 部 を廃止

す る 16）と い う事態 が起 こ っ て い る．そ し て ，明治 26

（1893）年 に は ，師範学校女子部 の 廃止 が 流行 の よ う に

な り，山 口 県 や 広島県で は 廃止 の 決議が 行わ れ ， 京都府

は こ の 問題 を 調査委員に 付託，鳥取，島根，富 山 な どの

県で は ， 廃止説に つ い て 強力な 意 見 が 出 る とい う状 況
17 ）

で あ る．こ の よ うな廃 止 説 が 出 る理 由を み る と，「地方

税の 浪費」 とい うの が 最 も多 い ，せ っ か く地 方税 を 使 っ

て 女 子 を 教育 し ， 教師に し て も，結婚や 出産 に よ っ て 教

職をや め て し ま うた め ，「女 教 員 は 地 方税 の 賊」
IB）と ま で

書 か れ て い る．当 時 の 女 子 に 対 す る 思 想 に は ，良妻賢母

の 家庭婦人を理想 と し た 従前の 考 え 方 も強 く，女 子 が結

婚や出産をの りこ えて 仕事 を 続ける こ とは ， 精神的 に も

多難 な こ とで あ っ た と考え られ る，以上 の こ と よ り， 明

治 25
，6 年 こ ろ ま で は ， 女子教員は 養成段 階 か らす で に

少 な か っ た こ とが 明らか で あ る．

　 さて ，小学校 で は 女 子児童の 就学率が きわ め て 低 く，

そ れ を打開す る こ とが 教育界の
一

つ の 大 きな目標 で あ っ

た．なぜ な ら当時の 女子児童 は ，学校に 行 くよ り家 庭 で

裁縫を した り，家事の 手 伝 い を す る 方が 重要 で あ っ た か

らで あ る．文部省は そ の 打開策と して ， ま ず手始 め に 明

治 26 （1893 ） 年 7 月 22 口，文部省令 で 高等小学校専科

教 員 の 試験科 目に 裁縫を加 え，同 日訓令に よ り各府県 に

な る べ く小 学校 の 教 科 目に 裁縫 を加 え る こ と
19 ）と した ．

こ の こ とか ら女子教員の 採用 に 関 して，裁縫 を教 え る た

め とい うは っ きりした 理由が 加わ る こ とに な る．明治

30 （1897 ） 年 か ら，本 科正 ・准教員，専科 正 ・准 教員 の

他 に ， 本科 ・専科 に 雇教員制度が生 まれ ， こ の 点 か らも

女子教員が採 用 さ れや す くな る．明治 40 年代 に 入 り，

文部省関 係 者 よ り男子教員の 半数 まで は 女子教員を増や

す とい う行政的 な 方針が 出され
2°）

， 女子教員数は か な り

増 え て い く．
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表 2．全國學校女教師生徒比較表 （明 治 17年 12月 3正日 調）

種 別 學　 校

教 員 生 徒

男　 于 　　女　 子 　　合　計 男　 子 女 　 子 合　計

學 校 ｛無 ：：：ll：：：ll：：il
96，330　　　　2，197，034　　　　　 993，402　　　　3，190，436

　 986　　　　　　22，341　　　　　　20 ，
449　　　　　　42 ， 790

97，316　　　　2，219，375　　　　1，013，851　　　　3，233，226

師… ｛ll
235　

66

45625670 75214
凸
ρ
0

62670732 　 1566

，2196

，375

93802895 　 2497

，0217

，270

女 學 雜 誌 掲載の 表 よ り， 小學校 と 師範學校 を 抜粋 し て 作成．

表 3．小学校教員月俸表 （明治 40 年度全国平均額） （圓）

男 女 範　囲 女 子 の 範囲

一 ｛蠶1
16．3789

．56013

，287

13．0398
．8358

．875

　 8〜65

　 5 〜205

未 満 〜27

　 8 〜27

　 5〜20

5 未 満〜20

一 ｛蠶1
21．6〔溢

12．98616

．411

14．97410

．6089

．807

　 8 〜75

　 6 〜245

未満〜55

　 8 〜35

　 6 〜24

5 未 満〜27

『日 本帝 國 文部省第三 十 五 年報 』 下 p，114〜131 よ り作 成．

　 こ こ で 明治 40年度 の 女 子 教 員 の 月俸額を表 32D よ り

み る と， 女子 の 給料 の 安さ と男女間の 格差が は っ き り表

わ れ て い る．雇教員の 給料 は 表に は な い が ， 正 教員 よ り

も安 く雇え る の で ， 女子を雇教員として採用する こ とは

地方経済上 か ら都合 が よ い とい っ た 便 利 主 義 的 な 考 え

方
22）

もあ り，地方自治体の 経済面か ら も女子教員 の 採用

は増え て い っ た と考 えられ る．

　明治 45 年に は ，小学校教員総数 が 約 15万 8 千人 に 達

し ， 内女子教員は 4万 3 千人あ ま り で 全教員の 27％ に

まで 増え て い く．小学校総数が 21 ，275 校で あ る か ら，

一校に 女子教師 2人，男子教師 5 人位が 平均 で あ る．さ

ら に 同年の 師範学校数 は ， 男子師範学校 磁 校 に 対 し て ，

女子師範学校 32校 ， 他 に 男女併 立 学校 が ll校あ り，女

子教員の 養成機関 も増加 して い る
23）．と こ ろ が今度 は 逆

に 女 子 教師 の 増加 に 対 し て ，英米諸国の よ うに 小学校教

育 の 大部分を女子に 奪われ る か も し れな い とい う不安感

が出 た り
23＞

， 女子が教員 と して 適当か どうか とい っ た採

用以前 の 問題が 出た り
24）

， 上 級 の 男子生徒の 教育に 対し

て 女子 教師が適格か ど うか とい う レ ペ ル に 関す る議論 も

た びた び登場す る
25）．女子教師の 数は ，多 くて も少な く

て も教育関係者 の 強 い 関心事 に な っ た よ うで あ る．

46

　3．　師範学校 に お け る 女子 生 徒お よ び 女子教師 の服装

　 明 治 5 （1872）年 に 東京女学校が 開設 さ れ た と き， 女

子 の 服装 に 士 分男子の 袴 を 取 り入れ る こ とが 太政官正院

よ り指令 された 26）．こ れ に よ り，近代教育 の 場 に おけ る

女子の 服装は，まず武家 の 服装か ら出発し た とい える．

　明治 8 （1875）年に 創設 され た東京女子師範学校の 生

徒 もこ の 袴 を 引き継 ぎ， 紺色 と浅黄色 との タ テ 縞木綿袴

（平袴形 ・官給）に 上 衣 は 通常 の 衣服 で あ っ た．頭髪 は

唐人髷に 女子師範の 文字入 り簪を記章とした．しか し男

袴 も簪 も明治 12 （1879）年 こ ろ に は 廃止 して い る
26〕

の で ，

当時 は まだ試行錯誤 の 段階 で あ っ た と考え られ る．

　『女 学雜誌 』 に よ る と，明治 18 （1885）年 に 東京女子

師範学校で洋服 を 着 る 者が 多 くな り， 生徒 の み ならず教

師 も着用 し ， 秋 田女子師範学校 が こ れ に 習 い ，宇都宮女

子師範学校 で も教員一同洋服 を着る こ と に な っ た と い

う
17）．こ の 時点で は洋服 は ま だ一部の 流行 にす ぎな い ．

し か し 明治 19 （1886）年 8 月，文部大臣森 有禮 の 西 欧

的 な教育政策 か ら， 東京女子師範学校生徒が 洋服 を制服

と して 着用 した 26）
こ と か ら， 各師範学校 に こ の 影響が及

ん で い く．同年秋 田 師範学校女子 部が 制服 を 洋服化 し2e）
，

明治 21（1888）年に は福島の 師範学校で も洋服 の 制服 を
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明治 後期小 学 校 女 子 教師 の 服 装に つ い て

制定 した 29》．

　現在残っ て い る洋装の写真を見る と，我々 は つ い現在

の 感覚 を あて は め，彼女 らが 年中洋服 を着 て い た と考 え

が ち で ある．しか し現実 に は 洋服着用 は 特別 の 時 だ け で

あ っ た こ とが，下記 の 記録 か ら明らか で あ る．

　明治 26 （1893）年 3 月 15 日 の 秋 田 「県 参 事 会 議事

録」
3ω

に は ， 「師範学校女性徒 の 制服を和服 とす る」こ とに

関連して ， そ れ まで の 洋服 の 着用実態 が 述べ られて い る．

「六番 日　洋服 ハ 何 ツ ヨ リ給與 セ シ ヤ

　 委員 日 　十九年 ヨ リ之 ヲ給 セ リ

　壹番日　洋 服 ハ 是迄 何 レ ノ 場合 ユ 着用 ス ル カ

　 委員 日　全体ハ平生着用 ス ヘ キ モ ノ ナ ル モ 動作上不便

　　　　　ナ ル ノ ミ ナ ラ ズ 衛生 上 二 於テ モ 不利 ナ ル ヨ リ

　　　　　是迄 ハ 平素着用 セ ス 詰 マ リ祝祭目或 ハ 顯官 ノ

　　　　　送迎等位 二 着用 ス ル ノ ミ ナ リ

　六 番 日　今度 バ ー
切着用 セ シ メ ス ト云 フ ノ カ

　委員 日 　是迄給與 シ タ ル 者 二 付テ ハ 着用 ス ル モ 仕方 ナ

　　　　　カ ル ヘ シ 今後給 ス ヘ キ 者 ヨ リ此和服 二 換ヘ タ

　　　　　 キ 積 リナ リ

　壹番 日　素 ト洋服 ヲ着用 セ シ メ タ ル ハ 何 レ 必用 ア リテ

　　　　　 ノ 事 ナ ル ヘ シ 然 ル ニ 今之 ヲ 廃 ス ル コ ト ハ

　委員日　成程其当時 ハ 洋服 モ 必要 ＝ シ テ 世間一般 ＝ 施

　　　　　行 セ シ ガ 近 時 ハ 又 多 ク和服 二 回 復 シ 来 タ ル ノ

　　　　　状況 ナ リ

　壹番 日　他縣 ノ 振合 ハ 如何

　 委員日　宮城縣抔 ハ 洋服ナ リ然 シ 府縣 ノ 多 クハ和服ナ

　 　 　 　 　 リ b 云 ヘ リ

　 六 番 目　是迄 ノ洋服 ニ テ 保存期限 ノ ア ル モ ノ ハ 如何 ス

　　　　　 ヘ キ ヤ 和洋混淆 ノ 服装 ヲ 見 ル ニ至 ラ ン

　 委員日　矢張保存期間 ノ ア ル モ ノ ハ 其侭 二 為 シ 置 ク ヘ

　　　　　 シ 御話 ノ 通 リ三 年生 ト新 タ ニ 給與 ス ヘ キ モ ノ

　　　　　 トハー
ケ年斗 リ和洋混同 ス ヘ シ

　 五 番 日 　洋服 ＝ ス ル モ 和服 ニ ス ル モ 地 方 ノ便宜 二 依 リ

　　　　　テ出来得ル カ

　 委員 日 　然 リ

　 五 番 日　本員 ハ元耒女子 ノ 洋服 ヲ 着クル 抔 ハ 生意氣 ＝

　　　　　 テ 甚 タ 氣 ＝ 食 ハ ヌ ナ リ其當時縣會 二 於 テ モ 反

　　　　　獨 ノ 意見 ヲ 持チ 出 セ シ ガ 番外 ハ 頻 リ ニ 訓令ナ

　　　　　 リ トカ何 トカ弁護ス ル ヲ 以 テ 先 ツ委員ノ 言二

　　　　　信用 ヲ 置キ 其侭 二 付 シ 去 リシ カ女子 ノ 洋服 抔

　　　　　 ハ 實際何 ノ 役 二 立 タ ヌ モ ノ ナ リ

　 壹番日　原案 ヲ 可 トス

　 議長 日　原案 二 可決ス ベ シ 」

　 要す る に ， 秋田県 で は 洋服 は 祝祭 日か，顕 官 の 送 迎 の

日 ぐらい しか 着な か っ た とい うの で ， きわ め て少な い 着

用 である．そ して こ こで は ， 女子 の 洋装が身体を締め つ

け て 衛生上 よ くな い こ とや ， 起居動作 に 不便 な こ とが 述

べ られて い る．委員の 中に は洋服を 「生意気で甚だ気 に

食わなか っ た 」 とか ，「女子の 洋服 は 実際何 の 役 に も立

た ぬ 」 もの だ と ，
こ の 時点 で 本音を暴露 した 人 もい る．

結局それ を あえて 着用 した の は ， 訓令 が なに よ りも優先

され た 時代 で あ っ た か らで あ る．秋 田 縣 尋常師範学校 の

卒業生 も懐古談の 中で ， 「女生徒の 其 の 小倉の 洋服 は 他

所行か 儀式用 の もの で 平常 は 和服 で 通 し て あ っ た 様 で す。

而 も袴も着けなか っ た 」
2s〕

と述ぺ て い る．コ ル セ ッ トで

胴を締め た ロ ン グ ・ス カ ートの 洋服が 日本人女性の 体型

に 合わ な い とい う意見は ，当時 の 雑誌 に よ くみ られ る 意

見 で あ る．秋田県 の 男子学生 が ， 女子 の 灰色小倉の 洋服

や頭 の 真中か ら左右 に 分けて 後 で 丸 め網をか けた 髪型を

見て ，下 記 の よ うな諷刺 の 歌 を つ く り ， 強い 差別意識 を

表 わ して い る．

　 「女 ン な る が 如何な る 罪を犯 しけ ん 手 か せ 足 か せ 網 か

　　 ぶ る とは」

　 「山 里 の あ ね が 頭 の グ リ コ 髪名 は 舶 来 で 束髪 と 呼

　　 ぶ 」
2s，

　秋 田 縣尋常師範學校 の 女生徒 が ，こ の 洋服 を 元 旦 に 着

て 拝賀 した 時，それ を 目に した 老人や子供 は ， 次 の よ う

な印象を もっ た と 「秋 田 日々 新聞」 は い う．

　 「途上 二 八 の 西 洋美人 （服装の み ）に 逢 ふ を 多 か りき

　　老人云ふ 　此新衣装 を 着 て 新年 を 迎 ふ 氣力 自つか ら

　　新 な らん と兒童云 ふ　元旦 よ り小 さ き西 洋婦人 多 き

　　は何ぞや と二 者各一理 あ り然れ ど も若 し 新衣装を着

　　 くる の み に て新氣力を 以 て勉強せ ざる ときは女生徒

　　 誤 て り老人笑ふ 兒童 rペ ケ 』 と云 ハ ん 」
3D

　記事 で は 老人 と児童 と して い る が ， 世間
一

般 の 見方 と

受け取 られ る 内容で あ る．勉強 の 実質的成果があが ら な

い 場合，西洋服 へ の 風 当が一層強くな る こ とか ら，庶民

の 意識 に は ，表面的 な西 洋化だけ に は 甘 ん じな い ， 堅 実

な判断力が あ っ た こ とが 汲み 取 れ る．

　 こ の 官費支給 の 洋服 は 冬服が フ ラ ン ネ ル 地 で ，一
組が

六 円五 十銭で あ っ た とい う
32⊃．男子の ダ ル マ 形冬服 が 二

円 ほ ど
6）

で あ る か ら， 学生服 とし て は 安 くない ．

　東京，福島，秋 田 な ど各県 の 師範学校 の 例を ま とめ る と，

女子 の 洋装が行 わ れ た の は 明 治 19年か ら 26年位ま で の

わ ずか な 期間 で あ る．女子 の 洋服 も男子 の それ と同様 ，

本来国家の 近代化とい う大 きな目標の た め の
一

つ の 具体

化 で あ っ た と考えられ る．そ して 男子学生の 洋装が社会

的 に 受け入 れ られ 定着 して い っ た の に対 し ， 女子の 洋装
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は ，命ぜ られ る ま まに 表面的か つ
一

時的 な もの に 終 っ て

い る．

　一方，師範学校 の 女子教師 に つ い て み る と， 明治 21

（1888）年 10月 1 日 の 「官報」第 1578号 に
， 「埼玉県尋

常師範学校，〈中略〉女教員 ハ 洋服又 ハ 裳袴 ヲ着 シ 」 と

あ り，教師に は 洋服 以外 に 裳袴を 認 め た 例 が あ り，学 生

よ りは服装規定がゆ る や か で あ る．

　 さて ，明治 23 （1890）年に 教育勅語が発布され た こ ろ

か ら，日本全 体 が 国風化 し，生 徒の 洋装 も和服 に も ど っ

て い く．

　まず，師範学校女子 生徒 に つ い て み る と，明治 23

（1890）年 ， 静岡県尋常師範学校女子部生 徒が 「襠な し

の 袴 （俗に行燈袴 とい ふ）を窄ち頭は 皆束髪に して 足 に

靴」 を は くこ とに した 33）
の を は じめ ， 翌年 に は ， 福島師

範が 「絹布以外 の 和服」 （袂衣装 に お太鼓帯）
29｝，明治 26

（1892）年宮城師範 が私服 の 和服 （着物は 木 綿 で 適宜 の

模様地 に 仕立 て，袴は従来用 い て い る礼服 の 織物を使用

す る ）sc
）35〕．明治 31 （1898）年，福島師範が黒繻子 の 袴

（後に 葡萄茶の カ シ ミ ア ） に 長 い 袖か 元禄袖 へ
！9） と い う

よ うに ， 袂袖 の 和服やそれに 裳袴の 組合 せ と い う服装 に

な っ て い る．

　理 由が定 か で な い が ， こ の 袴 も最初 は抵抗があ っ た ら

し く，明治 34 （1901）年の 福島県師範学校 で は ，「女性

徒 の 着袴は 課業外に 用 ゐ ざ る こ と」
29）

と決め て い る．

　次に ，師範学校 の 女 教 員 に っ い て み る と ， 明治 33

（1900）年 ， 長野県師範学校 で 職 員 の 服 制 を改 正 し た 時，

女子教員の 服装 に つ い て 次 の 内容 が加 えられ た．

　 「第三 条　女 教 員　平 常出 勤 ノ 際 ハ 袴 ヲ着用 ス ル モ ノ

　　　　　 トス 　但袴ハ無地褐色又ハ鼠色 ニ シ テ 相引ナ

　 　 　 　 　キ モ ノ

　　第四条　学校儀式 ノ 節ハ男フ ロ
ッ ク ゴ

ー
トヲ 以テ 礼

　　　　　服 二 換用 ス ル コ トヲ 得 女教員ハ白襟紋付 ノ

　　　　　衣 ヲ着用 ス ヘ シ ー中略一女教員白襟紋付 ヲ 着

　　　　　用シ 能ハサ ル ト キ ハ 小紋 ヲ 以 テ代用 ス ル コ ト

　　　　　ヲ 得」　
3G）

　 こ の 時代 の 袴 は 当然裳袴 で あ る が，教 師 の 方 は そ の 色

だけが規定され た に すぎな い ．また着物の 格式 と し て ，

白襟紋付 の 次 に は 小紋 と し，武家 の もの に 準 じて い る ．

明治 35 （1902）年 ， 東京高等女子師範学校教師の 服装規

定に は，「女子教員羽織 ヲ着ス ル トキ ハ 無地 ヲ 用 フ ベ

シ 」
S7） と，羽織の 文様 の み の 規定 で あ る，

　裳袴 の 由来 は 『教育時論』 の 記 事
ss）

に よ る と， 明治

18 （1885）年9 月に 華族女学校が開校した時，女子教員

と生徒が は い た の が 始 ま りで ， もちろ ん洋服との 併用 で

48

あ る．裳袴を 採用 し た 理由は 次 の 二 点 で あ る ．第
一

点 は ，

頻繁に 来校す る皇后 に 対し，袴な し で は礼容を欠 くとい

うもの で ある．第二 点は ， 体操お よび椅子 の 腰掛けに は

袴が な い と不 便 で あ る と い う もの で あ る．裳袴 の 形 の 源

泉 は 宮中 の 緋袴 で ， その 色 を 変えて 紐 を 二 本 に し ， 襠

（ズ ボ ン 式 に す る） が ある の は 生徒 に 不 便 な の で ， それ

を 除 い て ひ だを多 くし，古代 の 裳の 作 り方を参考 に し た

とい うの で あ る．い わ ぽプ リーツ ス カートの 変形 で あ る．

こ の よ うな 袴 は ，『近世風俗志』 で は 江戸諸城門番士 の

「シ ダパ ソ 」（下番）が，袴を軽 くす るた め に 襠を除 い た

とあり
39），江戸時代の 労働着の 一つ として す で に は か れ

て い た もの で あ る ．

　 華族女学校 の 説明に もあ っ た よ うに ， こ の 種 の 袴が 宮

中 の イ メ ージが 加 わ る こ とに よ り，新 しい 袴と して蘇 っ

た の で あ る，裳袴 は 行燈袴 ， ま ち無 し袴 と も呼ばれ ， 定

着す る と単 に 袴 とい われ る ．

　 さて 次 に 上 衣 に つ い て み て い き た い ，明治 35 （1902）

年， 奈良県師範学校に 女子部が創設 さ れ た 時，「學校の

諸儀式 に は 木綿黒紋付 ， 海老茶袴，平常は 縞木綿筒袖衣

に 海老茶袴，下駄履 ぎの 外出姿 」
40〕

で あ り， 世人 の 注 目

を集め る處で あ っ た とい う．以後，生徒 の 服装規定 に 筒

袖 が 加 わ る．明治 36 （1903）年，福 島 県 で も筒袖 と 海老

茶袴が 生徒 の 制服 に 決定す る29，．

　
一

般 に 筒袖 とい う場合 ， 和服 で は 袖 の 袂 を な く して 筒

状に し た もの を い う，また ， それに ともな い 身幅が 狭 く

な り，身八 つ 口 もなくな っ た 筒袖つ きの 衣服全体 を指 す

こ と もある，一方明治時代 に は 洋服 の 袖 も筒袖 と呼 ぶ こ

とが あ り， 和洋 どち らの 袖か は文章全体 か ら推察す る 他

は な い ．

　筒袖に対す る世間 の 評判をみ る と， 明治 38 （1905）年

に 岡山 で 女学校 の 筒 袖 化 が 話 題 に な っ た 時 に ，女学校年

長生徒は 女子師範学校生徒の 筒袖をみ て，「あの 不 細 工

な筒袖 」
41） とい っ て 軽蔑 した と い うか ら，か な り悪 い 印

象で あ る．

　生 徒 の 服装の 筒袖化 に つ い て ， 大阪府女子師範学校初

代校 長 大 村芳樹 は ， 明治 38 （1905）年の r教育時報』
’L2）

に 7 ペ ージ に わ た る服装論を発表 して い る．その 中で 、、

文部当局 は 高等女学校や女子師範学校生徒等の 服装を
・一

定化 し，そ れ を 筒袖袴 に し た い 意向で あ る が，東京 よ り

も地 方 の 諸学校で 筒袖化が行 わ れ て い る とい うこ と ， 筒

袖 に す る と身幅を 細 くし た り，肩上げや 身八 ツ ロ な ど を

考え直さね ば運動上 ， 外見上 具合 い が 悪 い こ と，洋 服 の

上衣 は 筒袖で賛成だが袴と合わせ る と美的 で ない の で和

服 の 筒袖が よ い こ と，小 紋形 （更紗形 を も含む）の 筒袖

（48 ）
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明治 後期 小 学 校 女 子 教 師 の 服 装 に つ い て

が袴と調和 して 美的 で あ り，夏衣 に も中形物 の 品 の よ い

もの が清潔で 涼 しそ うで あ る とい っ た内容 を 述べ て い る．

筒袖と袴 が ， 文部省 の 意図 か ら発 して い た こ とや ， 当時

の 校長 の 考 え 方が示 さ れて い る．

　男子の 場合と同様被服 は 官給で あ っ た の で ，一例 と し

て 明治 41 （1908）年 ， 山 口 県師範学校女子部 で 支給 さ れ

た 被服 の 内容
43）

を下記 に 示 し た．

　　女子部生徒学資給与 （被服）

　　　　　 （明治 41年 2 月県令 山 口 県師範学校規則）

目

服

種

被

　品 目 ・
品質 ・数量

作業服　木綿　在学中冬夏各 1着

袴　　　木綿　在学中 1着

体操服　木綿　在学 中 1着

体操靴　生革　在学 中 1足

　こ こ で は筒袖 の 上衣が作業服 と呼ばれ て い る．

　明治 42（1909）年 ， 茨城県女子師範学校の 授業状況 と

題 した 写真
44｝

に は
， 「遊技教授，理 化学実験，講堂講話，

自修室 ， 体操教授，割烹実習，作法教授」の様子が写 っ

て い る．生徒も教師も皆袴を着用 し て い るが ，着物は 必

ずし も筒袖 に は な っ て い ない ．理化学 と割烹 の 授業 で は ，

生徒 は 袖無 しの 作業着 （エ プ ロ ン ）を上か らか けて お り．

袖 は筒袖風 に 見 え るが ，教師 は そ の 時 で も明 らか に 袂袖

で ある．体操の 時は ， 袂袖に たすきが け で あり，遊技は

生徒も教師 も袂袖で あ る ．こ の こ とか ら，筒袖が 師範学

校 の すべ て に 採用 され て い た とは 考え られ ない ．

　4．　 小学校における女子教師 の 服装

　明治 21 （1888）年 9 月 15 日の 「官報」第 1566 号 に よ

る と ， 森 有禮 は 師範学校 に 対 し，次 の よ う な服 装一定

化に 関する訓令 を 出 し て い る．「尋常師範學校職員 ノ 儀

ハ 殊 二 容儀 ヲ 正 シ 威重 ヲ 保 タ シ ム ル コ ト職務上 必 要 二 付

自今該學校長教員幹事舎監 ハ 執務上 一定 ノ 服 ヲ着用 セ シ

ム ベ シ 　但本文改正
一

時 二 行届キ難キ モ ノ ハ 來明治二 十

二 年六 月迄猶豫 ス ル コ ト ヲ 得」．こ の 訓 令 に は，男女 教

師の 服装 に つ い て 具体的 な規定は述べ られ て い な い ．そ

の 六 日後の 九月二 十
一

日， 東京府知事は 各郡区役所 ・戸

長役場に 対 し て ，小学校教師の 服制 に つ い て 以下 の 通達

を 出し て い る．「小學校教員服制之件　小學校 二 於テ 自

今學校長教員 ノ執務上 男ハ 洋装女 ハ 袴若 ク ハ 洋服 ヲ着用

セ シ ム ヘ シ　但本文改正
一

時 二 行届 キ 難 キ モ ノハ來 明治

二 十二 年六 月迄猶豫 ス ル コ トヲ 得」．こ こ で は 具体的に ，

女 子 教師 に は袴 また は 洋服が規定 され て い る．さ らに そ

の 理由を み る と， 「學校教員 バ ー
般普通 ノ 吏員等 トハ其

趣 ヲ異 ニ シ 人 ノ 模範 トナ ル ヘ キ モ ノ ナ レ ハ 容儀 ヲ 正 シ 威

重 ヲ 保 ツ コ ト必 要」
45 ）

と述べ られ，森 有禮 の 出 した 訓 令

の 理 由 と全 く同 じ主 旨で あ る．小学校 の 女子教師が，果

して 洋服 を着たか どうか は
一

つ の 問題であり，洋服姿の

女 子 教師 を描 い た風俗画 46＞
もあ る が ， そ の 後 の 国風化 の

波に よ り ， 洋服が 服制に あ らわ れ る こ とは ない ．

　 明治 25 年 （1892） 12 月 よ り，福島小学校 で は 質素を

第一目的とし た女教員 の 服制が あ らわ れ る，そ れ は次の

よ うな理由か らで あ る．

　「福島小 學 校 に て は從 來生徒 の 服装甚だ 華飾 に 流 る S

の 弊あ りて ， 貧困者 の 子妹は 自然就学 の 途絶ゆ る の 傾 き

あ りく中略〉 之れが 矯正策を考究せ るに ， 先 づ 教員 の 服

装 よ り改む る こ と こ そ得策 な り」
47｝．衣 服 の た め に 児童

が 就学 を躊躇す る こ とがな い よ うに，まず教師が粗服 を

着 て模範を示 し，女子生徒の 就学率を 上げ よ うと した も

の で あ る．

　具体的 に は ， 通常服を木綿 と し （羽織 は こ れに 限 らな

い ），礼服 に は 黒木綿の 紋付 の 着物を 正 服 と し，そ れ が

な い 時は木綿着物に 黒木綿 の 紋付羽織 と した の で あ る．

　 当時 の 小学校女子生徒 の 服装 の 華飾ぶ りは，地 域 や 個

人 の経済状態な どが 関連 して必ずし も
一

律 に 扱えな い が ，

た とえば明治 26年 （1893）の 神戸小学校 の 卒業写 真 を

み る と ， 桃割 れ に 簪 を さ し，刺繍 らし き襦袢の 襟を た っ

ぷ りをみ せ た 二 枚重ね の袂袖と い う姿で ある
48〕．明治 28

年 （1895） の 写真 に は さ らに ふ き綿が た っ ぷ り入 っ た 三

枚重ね に
， 派手に 結 ん だ 帯を背後 か ら見 せ て い る 生徒 も

い る48＞．

　 明治 32 （1899）年 2 月 ， 新潟 県 の 「小学校教員服制」

に 関す る訓令の 中 に ，「第三 条 　女 教員ハ 執務中 木 綿 ノ

和服 ヲ 着用 ス ヘ シ 　但 他 ノ 地 質 b 雖 モ 質素 ナ ル モ ノ ヲ

用 フ ル ハ 妨 ケ ナ シ 」
49） とあ り， 木 綿 の 和 服 また は 質素

なもの とい う制限 で ある．明治 33 （1900）年 7 月 1 日施

行 の 京都府 の 訓 令 で も，「第二 條　市町村立小學校女教

員ハ質素 ヲ 旨 ト シ ， 教員 ノ 品位 ヲ 損セ ザ ル 服装 ヲ 為 ス ベ

シ 」
50 ）

と定 め，同 じ傾向 を示 し て い る．

　 こ れ らは ， 明治 23 （1890）年 に 教育勅語が発布され て

以来，国風化が極端 に 進み，和服が 非常 に 華美 に なっ た

こ と に 対す る教育 の 場か らの
一

つ の 健全な反省で あ っ た

と考えられ る．しか しそ の 内容 は抽象的 で あ り， 果し て

こ れ で 実質的な効果 が あ っ た か ど うか は 明 らか で な い が ，

そ れ が 個 人 の 判断 を 越 え て 訓 令 とい う管理 的命令手段 で

行 わ れ た こ とが ， こ の 時代の
一

つ の 特徴 で あ る．

　 明 治 33 （1900）年 12月，福井県 は 市 町 村 立 小学 校長

お よび 教員の 服制を改正 し た 時，「女教員教授 ノ節ハ袴

ヲ 着用 ス ヘ シ 」 と い う
一

項 を加え，袴 の 図 （図 1）5D を

（49 ） 49
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図 L 「女 教員 袴」 明治 33 年 12月 4 日福井県訓令

福井県教育史研究室（編）：r福井県教育百年史 第三

巻史料編（一）』福井県教育委員会，1116　（1975）よ り

示 した，袴 は 明 らか に 裳袴 で あ る．袴 の 着用 は 前述 した

とお り， 明治 21 （1888）年に 東京府 の 小学校に対 し ， 洋

服 に 代 わ る もの と し て 通達 さ れ て い た が ， 当時 の 他県 で

の 例 は不 明 で あ る．明治 30 年代 に なっ て ， 各県 で の 袴

の 使用 がは っ き り規定 に あ らわ れ て くる，明治 34（rgO1）

年に京都府
52 冫

， 明治 35 （1902）年に は富山県 が 袴 の 着用

を定め て い る
53），明治 38 （1905）年， 岩手県 で は 訓令で

「女教員は 濃海老茶袴また は 紫紺の 袴」
54） と色 を 明記 し

て い る．明治 39 （1906）年茨城県で も 「第二 條　女教員

は 着袴す ぺ し．但 し 袴 は 無地 とす．〈 中略〉 第 四 條　制

服 は 儀式 の 場合 に 着用す る も妨な し．但女教員 は 白襟紋

付 の 衣服に着袴すべ し」
55）

とい うよ うに ，各県 で 袴着用

の 義務が 拡大 して い く．

　 こ こ で ，当時の 人々 は 女子の 袴着用 に 対して ，どの よ

うな 意識 を も っ て い た か を み て お きた い．ま ず 『教育時

論』 で は 明治 35 （1902）〜36 （190S）年の 間に 五 回 ほ ど

着袴問題を 取 り上 げ， 賛否両論を 展 開 し た s6 ，ny60）．賛成

論 は，穏の 論
S9）

に お お む ね ま と ま っ て い る ．そ の 論 旨は

次 の とお りで ある．

　 ○ 体 操 の 時 ，裾 の 乱 れ を 必 配 し な くて よ い ．

　 ○
一

般 の 通行時，風 に よ る裾の め くりあが りを 心 配 し

　　 な くて よい ．

　 ○ 衛生面 よ り， 膝 を 曲げ た り足 を内股 に しな くて よい ．

　 O 衛生面 よ り， 堅 くて 幅 の 広 い 帯や背負い 揚げ ， 胴締 ，

　　腰紐，パ チ ン な ど身体を強 く締め る物が や め られ る．

　 O 衣服 に つ く汚れが 防 が れ る．

　一
方 ，

一
般的な袴反対論 は 明治 26 （1893）年に す で に

み られ
61），そ の 論 旨は 次 の よ うな もの で あ る．
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　 O 袴は もともと武士 の もの で あり， 両刀 と共に学問を

　　 身 に つ けた 立派な武士を表 わ す，故 に ，農，工 ，商

　　 人 に は適 さない 服 で あ る，

　 ○羽織 ・
袴 は 明 治中期の 儀式 に お け る 礼服 の

一
種 で あ

　　 る．学校は 常 で あ り儀式 で は ない の で ， 袴は 無益 で

　　 ある．

　武家出身者 の 弁と思 わ れ る 階級性 の 色濃く出た 反対論

で，礼を表現す る精神性 の 高 い 服 と し て 袴を位置づ けて

い る．江戸か ら明治へ と時代が 変わ り，階級性が変化 し

て も， 袴 の 象徴性は 容易に 変わ らな い とす る主 張で あり，

賛成論に 多 い 動 ぎや す い ズ ボ ン 的感覚 ， 衛生的判断 とは

次元 の 異な る考え方 で ある．教育面 か らの 反対理由とし

て，「國民 の 浮薄虚榮 の 心 情 を 誘起ぜ しむ る に 至 る」
5S）

こ

とが あ げ られ る．教師が 虚栄 心 を あお られ ， 華族女学校

の まね を して 袴を着用す る と， 生徒 が 必ずまねをす る．

そ れ が 親 に と っ て 経済的負担 とな り，生徒の 就学 減少 に

っ な が る とい う明治 20 年代以来の 考え方 で ある．

　 こ の よ うな弊害を考慮 して か，明治 34 （1901）年に新

潟県教育会議員会 が，代議員議 題 と し て 取 り上 げた 訓 令

改正案に は ， 次 の とお り地質 が 明示 され て い る．

　 「第三 条　女教員 は 執務中必ず制服を着用すべ し

　　　　
一

， 服型　筒袖地質木綿

　　　　一，袴型　普通　地質木綿」
62）

　袴の 普通 とい うの は 裳袴 の こ とで あろ う．結局 こ の 案

は ， 明治 37 （19〔A ）年 に 正式決定す る，

　 こ こ で 裳袴 に つ い て，当時 の 人 々 は そ れ を 洋服 の
一種

と考 え て い た か，あ る い は 和服 の 範疇 で 考 え て い た か に

つ い て触れ て お ぎた い ．

　明治 22 （1889）年 3 月 ，
ベ ル ツ は 外務次官青木邸で 催

された宴会で，ス カートの よ うに袴を は い た 女性に つ い

て 次の よ うに 述べ て い る．「日本 の 一女性 の 出現に よ り，

す っ か り魅了 された が ， それ は 小鹿島夫人で ， 自分が こ

れ まで に 出會 っ た 最 も魅力あ る 女性の
一

人だ．夫人 は 達

者 に 英語，フ ラ ン ス 語 ， オ ラ ン ダ語を し ゃ ぺ り，敢 え て

日本 の rバ カ マ 』を洋装 に 利用す る勇氣 が あ っ た 1」fi3）．

　 こ の 記述 か ら推察す る と，彼女 の 上 衣 は 洋服 で 下衣 が

袴があ っ た と考え られ る ．彼女は 外国に 通 じ た 人な の で ，

ス カ ートの一種 として袴を捉えて い た か ，あ る い は 逆 に

民族的な表現 と して袴を は い た か ，わ ずか な記述な の で

判断が難 しい ．ただベ ル ツ の よ うに ， 日本人 の 洋服 に 否

定的な意見を持 っ た外国人 に は，和服 の
一

つ と して 好感

を も っ て 受け入 れ られた こ とは 明 らか で あ る．

　明治 43 （1910）年の 白木屋 の宣伝誌 r流行』（3 月号）

の 値段表を み る と，「洋服類」 の 中に 學生 用御袴が入 っ

（50 ）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

明 治後期小学校女子教師 の 服装 に つ い て

て お り， 三 円五 十銭 か ら五 円五 十銭で売られ て い る．こ

れは 吾妻 コ ート などと同様に ，地質が カ シ ミ ヤ や羊毛 で

あっ た こ とか ら， その 分類 に 入 っ た もの と考え られ る，

　従来か ら男子服と し て の 袴が あ り， 襠を と っ て 裳袴 に

し て も表面的 に は 袴 の 形態 を もつ もの で あ り，完 全 な 洋

服 の イ メ ージは 期待で き な い ．しか し こ れ まで の 記述 か

ら，伝統的な和服か らは か な りは み 出 し た 新 し い 衣服 と

して 捉えられ て い た とい え よ う．

　と こ ろ で，前述の明治 34 （1901）に 出た新潟県 の 訓令

改 正 案 を み る と．女 子 教 師 の 服 装 に 筒 袖 が 登 場 し て い

る
62）．そ こ で各県で の 筒袖に 関する服制を み て い くと ，

明治40 （1907）年 に ， 鹿児島県で は 「女教師 は筒袖着袴

地質 は 適宜 とす」
64） と決め られ，広島県で も 「筒袖及袴

を着用すべ し」
64）

とされ，筒袖が一般化して い く．広島

県 を例 に し て 筒袖化 の 理由をみ る と，第一
に 女子教員は

男子教員 と同 じ く， 体操遊戯 の 授業 は もと よ り授業時間

の 内外 を 問わ ず ， 動作が 常 に 敏活で な けれぽな らな い か

らだ と い う．第二 に ，女 子 教師 の 服 装 は 女 児 へ の 影 響 を

考え，常に 質素な もの で な けれ ぽな らな い とい うの で あ

る．こ とに 袴は 華美を 避け る べ きで あ り ， 筒袖は 本来質

素 な もの と し て 登場 し て い る の で ，い うに は 及 ぼ な い と

い 5 の で あ る．

　明治 42 （1909）年 に 岐阜県 の 小学校長会議 で女教員の

服装を 筒袖 に し，そ の 地質と色合は 随意と し，袴を着用

する こ とに決定し た時，「實行 の 時に は 著 る し く女 性 美

を損す べ し とて 早くも女子教師間に 不 平の 聲起れ り」
65）

と， 女教師 の 反応が示 さ れて い る．

　 筒袖に 対す る 賛成論 は ，師範学校生徒 の 筒袖 に 関 して

京都府が出した意見
66），すな わ ち満足 で は な い が洋服 に

は 時期尚早 で ある と い う消極的賛成論 くらい で ， む しろ

反対論 の 方 が 多 い ．明治 36 （1903）年 に 出 た 反 対 論
67 》

は

そ の 代表的 な もの で ， 次 の よ うな内容で あ る．

　 ○ 容儀に 欠け る，

　 O 児童の 尊敬 心 を減却す る．炊婦 ，
ム キ ミ屋 ， 船頭，

　　 エ イサ カ ホ イ の か ごか きな ど要す る に 下等労役者 の

　　 服 で あ る．

　 O 便利 さに 欠け る，便利 さ とは 軽便 だ け の 意味 で は な
　　　　　　i

　　 く，筒袖で は 人を 訪問す る こ と も，街 を歩 く こ と も

　　 で ぎな い （冬は 羽織で 隠せ るが）．

　 ○ 不経済 で あ る．筒袖は 学校 の み の 服 とな り， 別 に 服

　　 が 必 要 で あ る．

　 当時 の 職業差別意識が服装と密接 に結び つ き，固定的

な イ メ ージで 人 を み る時代性が強く表わ れ て い る．こ の

よ うに 評判 の 悪 い 筒袖 で あ る が ， 小学校 で は あ る程度採

用 され た ら し く， 兵庫県を例 に と っ て も ， 明治 40年代

の 小学校卒業写真 に は，筒袖姿 の 女子 教 師 が多 くみ られ

る
4s ｝．

　5．　 む す び

　明治後期小学校 の 女子教師 の 服装 は ， 大 きな流れ と し

て は 和服 の 改良で あ る．そ して 男 子 教師 と同様 に ，訓令

に 基盤を お い た 服制が服装の 重要な位置を占め て い る．

日本の服装史の 全体的な流れ の 中で ， 女子教師 の 服装に

どの よ うな 意味 づ け が で き る の か を 考 え，下 記 の よ うに

ま とめ て み た ，

　 1）全国的に 共通する服制が ， 訓令 と し て 女子の 服装

に も み られ た，こ れ は，中央集権的な政治思想が背景 に

あり，教育的に は子供へ の 模範とな る服装が常に求め ら

れ た こ とを示す．しか しその 具体化 に は ，男女間で 全 く

別 の 考 え方 が み られ る．す な わ ち 女子教師は ， 女児の 就

学率 を上 げ る た め に 質素 な服装が 求 め られ た の に 対 し ，

男子教師 は ， 体面 を 良 く し教師 と し て の 威厳 や 品 位を保

つ た め に洋服 の 制服を着た の で ある．つ ま り女子教師は

生徒 と同 じ位置 に 下 りて い くこ とが 求あ られ ， 男子教師

は 男子生徒 よ り少 し 高 い 位置 に 上 が る こ とが 望 ま れ た の

で あ る．

　当時の 女子 教師 に は ，教師適性論，上級生へ の 指導力

不 足 論 が 投げか け られ ，教師 と して の 力量 が社会的に 十

分認め られ て い な い 時代である．さ らに採用人数差， 俸

給 差 な どか らみ て も，常 に 男子 教 師 と格 差 が つ け られ て

い る．女子教師 の 多 い 欧米 の 小学校教育を 理想 と し ， さ

ま ざまな困 難 に 出会 い なが らも女子教師は 増えて い くが，

それが ま た 教育界 の 不安材料 に され るほ ど ， 女子教師 の

立場 は厳 しい もの で あ っ た，

　 2）女 子 教 師 が裳袴 を 着用 した こ と は，ス カ ート着用

と同義 か ， あ る い は そ の 前段階 ま で 進ん だ こ とに な る．

華族 女 学校 で 裳袴 が 考案 さ れ た こ とは ，女子服 に と っ て

一
大改革で あ る．な ぜ な ら， た とえ それ が貴族性 を帯び

た 優雅な イ メ
ージを 持 つ もの で あろ うと ， 幅広 い 帯 を 省

き，裾を気に せ ず 自転車に も乗れ，自由に 運動す る こ と

が で き る よ うに な っ た か らで あ る．女性 の行動範囲を広

げた こ とは 否定 で きず ， 女子教師か らの 反対論 も み られ

なか っ た，さらに 質素を 目的 と した 木綿の 袴 は ， 結果的

に は 服装 の 維持管理 の 簡易化 に もな っ て い る．

　 3）木綿の 筒袖 の 採用 は ，当時の 低 い 階層 の 労働 着 の

イ メ ージか ら．各方面の 人 々 か ら非難を 受け た が，形態

的 に は 洋服 の 袖に 共通する．そ して 京都府 の 意見 に も

あ っ た よ うに ， 洋服化へ の 過渡的 な もの と し て 位置づ け
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られ る．長 い 袂袖に 代わ っ て 元 禄袖 も考案され て い る が，

こ れ は 明 らか に 和服 の 範疇で あ り，筒袖 とは 本質を 異 に

する．下衣が袴で あれ ば筒袖は 腰丈 の 短衣で も よ く， そ

の 点か らは軽装に な っ た とい え る．し か し男子教師が 地

厚 の 羅紗 や 小倉 の 洋服 で ある の に 対 し ， 女子教師 が木綿

の 筒袖に 袴 となれば，い くら手入 れ を 良 くした 筒袖 で も

表 面的 に は 見劣 りが し，男女 の 諸 々 の 格 差 を 視覚的 に も

表 出す る結果 に な っ た と考えられ る．

　最後に
，

ご 助言を い た だ きま した奈良女子大学相川佳

予子教授 に 感謝 の 意を表 し ます，

　な お本 研究 の 概要 を，平 成 3 年度 日本家 政学 会第 43

回大会 に お い て 発表 した．
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